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太鼓と踊りを元気いっぱいに披露

　青少年育成北秋田市民会議鷹巣支部主催の第８回

「こどもたちの伝承芸能発表会」が沢口公民館で開

かれました。 

　この催しは、伝承芸能に取り組んでいる子供たち

を激励し、郷土に対する誇りを持たせるとともに健

やかな成長を願い、平成１１年度から毎年開催して

きたものです。 

　今回は、鷹巣中央小･鷹巣東小両校の合同チーム

による祇園太鼓、鷹巣南小学校の奴踊り、竜森小学

校の駒踊りが披露されました。観客は、太鼓の軽快

なリズムに体を揺らし、奴踊りには感心し、また、

勇壮な駒踊りにはヤンヤの大拍手を送りました。 

　また、ボランティア活動の一環として、市内の福

祉施設利用者を招待し、交流も深めました。 

郷土の先覚者宮野尹賢を学ぶ

綴子公民館 肉入籠塾 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

 

学んだ成果を思う存分に発揮

１８年度中央・鷹巣地区公民館合同閉講のつどい 

こどもたちの伝承芸能発表会 

　平成１８年度中央・鷹巣地区公民館合同閉講の

つどいが３月９日、講座受講生１７０人の参加のも

と中央公民館ホールで開催されました。 

　発表部門では中央「秋田内陸線ぶらり途中下車

講座」受講生の村上とし子さん、同じく「現代詩

講座」受講生の長岐良吉さん、沢口「鼎談講座」

受講生の宇佐美慧さんに今年度の活動発表や感想

等を語っていただきました。 

　演示部門では坊沢「楽しいエアロビクス」、綴子

「コーラスを楽しむ講座」、栄「新舞踊、太田移動

講座（健康体操）」、など各講座受講生がステージ

上で学んだ成果を思う存分楽しく披露していただき、

参加したみなさんも一体となり会場は和やかなム

ードに包み込まれました。 

 

MANABI NO HIROBA

 

　綴子地区の歴史、

文化、産業等を学

び、地域づくりに

役立てようと開講

した肉入籠塾。今

回は、郷土の子弟に

道を説いた江戸前期

の漢学者・宮野尹賢につ

いて学びました。 

　講師は、綴子の宮野宗家『宮野伊兵衛家』を研

究されている大館市比内町の千葉克一氏。扇田の

正覚寺と綴子の宝勝寺が所蔵する資料に基いて、

尹賢の人となりを教えていただきました。 

　千葉氏は、宮野家が大湯から扇田を経て綴子へ

移ったことを紹介。また、「『尹賢』の読みについ

ては“これたか”とする文献もあり、こちらが本

当ではないか」、「扇田と綴子のふたつの寺にそれ

ぞれ戒名があることは珍しい」などとの説明に、

受講者は熱心に耳を傾けていました。 

　
各
講
座
の
発
表
で
一
年
間
の
活
動
を

締
め
く
く
っ
た
「
閉
講
の
つ
ど
い
」 

▲  

　
江
戸
時
代
の
漢
学
者
・
宮
野
尹
賢

に
つ
い
て
学
ん
だ
肉
入
籠
塾 

▲  

　
祇
園
太
鼓
、
奴
踊
り
、
駒
踊
り
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た 

▲  

みやの いんけん 

ししりこ 

■
平
成
18
年
度
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
３ 

 

昨
年
度
、
鷹
巣
図
書
館
で
よ
く
借
り
ら

れ
た
図
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

☆
一
般
書 

①
「
東
京
タ
ワ
ー
」
リ
リ
ー･

フ
ラ
ン
キ
ー

著（
扶
桑
社
）＝
ド
ラ
マ
や
映
画
で
も
話
題

を
集
め
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
。 

②「
容
疑
者
Ｘ
の
献
身
」東
野
圭
吾
・
著（
文

芸
春
秋
）
　
③
「
聞
き
屋
与
平
」
宇
江
佐
真

理
・
著
（
集
英
社
）
／
「
三
日
月
が
円
く
な

る
ま
で
」宇
江
佐
真
理
・
著（
角
川
書
店) 

            

☆
児
童
書 

①
「
ウ
サ
コ
フ
レ
ン
ズ
　
イ
チ
ゴ
に
ん
ぎ

ょ
を
さ
が
せ
！
」（
学
研
）＝
絵
さ
が
し
パ

ズ
ル
の
絵
本
。
　
②
「
お
で
ん
く
ん

あ
な

た
の
夢
は
な
ん
で
す
か
の
巻
」リ
リ
ー･

フ

ラ
ン
キ
ー
作（
小
学
館)

／「
ハ
リ
ー･

ポ
ッ

タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス

上
」Ｊ
・
Ｋ
ロ
ー

リ
ン
グ
・
作（
静
山
社
） 

        

■
お
は
な
し
会
「
お
は
な
し
で
て
こ
い
」 

　
鷹
巣
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日

の
午
後
２
時
か
ら
、
幼
児
か
ら
小
学
校
低

学
年
ま
で
を
対
象
に
し
た
お
は
な
し
会
を

開
い
て
い
ま
す
。 

　
内
容
は
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊
び
、
折
紙
な

ど
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
お
は
な
し
は
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

｢

た
ま
て
ば
こ
」
の
み
な
さ
ん
。
お
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。
つ
ぎ
の
お
は
な
し
会
は
、 

 

　
▽
と
　
き
＝
平
成
19
年
４
月
21
日 

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時 

　
▽
と
こ
ろ
＝
文
化
会
館
会
議
室 

 

■
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹁
た
ま
て
ば
こ
﹂

会
員
募
集
中
！ 

 

「
た
ま
て
ば
こ
」
で
は
、
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
し
て
く
れ
る
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

　
母
親
が
や
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
「
読
み
聞
か
せ
」
で
す
が
、
最
近
は

お
と
う
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
や
男
性
な
ら

で
は
の
選
書
の
面
白
さ
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
興
味
の
あ
る
方
は
、

ご
遠
慮
な
く
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

■
新
刊
図
書
の
ご
案
内 

　
春
で
す
。
こ
ん
な
図
書
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。 

 

☆
一
般
書 

「
お
い
し
い
野
菜
１
０
０
種
の
じ
ょ
う
ず
な

育
て
方
」（
主
婦
の
友
社
）
／
「
心
地
い
い
グ

リ
ー
ン
の
庭
」（
主
婦
と
生
活
社
）
／
「
は
じ

め
て
の
果
樹
ガ
ー
デ
ン
」大
森
直
樹
・
著(

成

美
堂
出
版
）
／
「
る
る
ぶ
秋
田
」「
る
る
ぶ
岩

手
」（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）／「
日
本
二

百
名
山
登
山
ガ
イ
ド 

上
・
中
・
下
」（
山
と
渓

谷
社
） 

      

☆
児
童
書 

「
子
ど
も
の
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
２

０
０
７
年
版
」（
中
央
公
論
社
）／「
や
さ
い

は 

い
き
て
い
る
」（
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル

ド
）／「
み
ん
な
お
な
じ 

で
も 

み
ん
な
ち

が
う
」
奥
井
一
満
・
文
（
福
音
館
書
店
）
／

「
け
ん
か
の
な
か
よ
し
さ
ん
」
あ
ま
ん
き

み
こ
・
作
（
あ
か
ね
書
房
）
／
「
牧
場
の
い

の
ち
」立
松
和
平
・
文（
く
も
ん
出
版
） 

 

図書館
図書室
からの
お知らせ

▲この１年間最も多く借りられた 

本の一部です 

 

こどもの読書週間
（４月２３日～５月１２日） 

▲「日本二百名山登山ガイ
ド上・中・下」（山と渓谷社） 

▲「みんなおんなじ 

でも　みんなちがう」

奥井一満・文（福音館 

書店） 

 

LIBRARY INFORMATION

前
号
掲
載
の
生
涯
学
習
課
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
62
―
６
６
１
８
」
で
す
。
訂
正
の
上
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 


